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解説

氷上を滑空するイモノづくり

=環境低減型の減圧凍結鋳型鋳造システム=

星山 康洋* 平野健太郎*本。一{

ニ毛 秀和**事

Characterization of Casting by Frozen Mold Casting Method 

Yasuhiro HOSHIY AMA， Kentarou HIRANO and Hidekazu MIY AKE 

はじめに

1970年代の初めにイギリスのW.l-LBooth社で、粘土、

ベントナイト、水分を少iIi:加えたot型を、液体窒素で

凍結し鋭裂として使111する方法が考案きれ、凍結鋳型

として笑J1l化がはかられた け，)。 わが匝lでは、 1970年

代後半から省資源、 Mi公i!i:鋳造技術および LNGなど

低温工業技術の活用を目的として、各所の研究機関や

数制の企業で研究、実用化が検討された 3)-1針。

これらの方法は、冷凍鋳型、 Frozenmolding 

process、エフセットプロセス (Fセット鋳型 )とも

呼ばれ、 f)J物砂に添加した水分をドライアイスまたは

液体窒素で凍結してjJJ型に強度をもたせた造型法を意

味している。

これに対して、ここで紹介する減圧凍結鋳型鋳造法

は、正に氷上を滑空するtJJ欽浴i$jiによる鋳物づくりで

ある。省エネルギー 無公害な鋳造技術の確立を目的

とし、経済産業省が支援する地域新生コンソーンアム

研究開発事業の一環として研究開発されたもので、減

l王式凍結法という冷凍技術を年11mした新しい:ilW!!シス

テムである。

凍結鋳型は、 (1)水分以外の粘結剤をほんの少量使

mするか、まったく使用しないで非常に強い鋳型がで

きる、 (2)型ばらしl時の砂務しがきわめて容易で、 (3)

砂はそのまま再利用でき、 (4)砂処理Ilや公害に対する

設備投資が少なくてすみ、 (5)作業環境が良好である、

など優れた特徴を有している。 しかし、 LNGに関辿
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する冷弛なと'の低温技術を利111する必要があり、その

効果的な佐川が本銚却!を実Jll 化する I品合の姿 I~T とな

る。

凍結鋳型鋳造法の概要 本システムの概要'<lを図

1 に示すように、 tl~本的には却込め作業場、凍結装i丘、

ai品竹業J)}iならびに砂処理設伽から構成される。砂が

そのまま時使用でき、 1m収処耳目設備が少なくてすみ、

造型作業に|則述する公害設備などもほとんど安らな

い。他の造l別法との経済的をlt'校した場合、その優位

伯を~I:J;H-;-るが、 IMtffii鋳型は泌がiに冷媒が必要で、そ

の消費i止を低く判lえるためのIti'i官および使用法を含め

た合j'j!(I';な設備計闘が必要となる。
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図 1 減圧凍結J)i型システムの概w

環境面 「鋳物砂混鍬・型込工程」では粘結J¥llに水

分だけを使い、耳VJl負荷の大きな有機性粘紡押l硬化

育'I・配合添加押lを一切使川しなくても既存の鋳型と同

等以上の非'I:;~' に強い鋳lí~圧縮強度がjiJ られ、 fä iVi工

.flUではガス発生が微小である。また、 「砂1和解枠 (型
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